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　　のイメージング
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21．＝次性副甲状腺機能尤進症における術後骨シンチグ

　　ラフィの検討
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　長期透析患者の合併症の一つである骨・関節へのアミ

ロイド沈着が疑われる症例（透析アミロイドーシス）に対

して，Floegeらにより考案された1311一β2－MGシンチグ

ラフィを施行し，99mTc－HMDPを用いた骨シンチグラ

フィとの比較検討を行った．対象は健常人と，透析アミ

ロイドーシスが疑われる症例で，臨床症状として安静時

の肩関節・手掌～手指の痙痛がみられ，正中神経の運動

神経終末潜時を測ると著明に延長していた．HIV，　HBs・

Ag　negativeの血液透析患者の血液より分離精製した

β2－MGを用いた．クロラミンT法により，このβ2－MG

150μgに1311370MBqをラベルし，樹脂カラムに通し

てゲル濾過を行った．こうして得られた1311・β2－MG

37MBqを静脈内投与し，3日目にガンマカメラにてス

キャンした．これに先立ち，99mTc－HMDP（740　MBq）

を用いた骨シンチグラフィも施行した．1311・β2－MGシ

ンチグラフイの結果，正常例ではRIの関節への集積は

認められず，一方患者例で両側肩・手・股・膝関節部に

RIの集積が認められた．骨シンチグラフィでは，左肩

関節および両側手・股関節部にRIの異常集積を認める

が，膝関節への高集積は認められなかった．以上の結果

から，1311一β2・MGシンチグラフィでは臨床所見に一致

した部位にRIの集積が認められ，透析アミロイドーシ

スの診断法として特異性の高いものであることが確認さ

れた．なお，この血液透析患者の血液より分離精製され

たβ2－MGを使用した1311一β2・MGシンチグラフィは本

邦では初めての試みである．

　二次性副甲状腺機能充進症における副甲状腺摘出術

（以下erx）前後の骨シンチグラムを，とくに頭蓋骨，

顎骨に注目して視覚的に検討し，昨年の核医学会におい

て報告したが，今回さらに経過を追って，症例を重ねて

検討を加えた．

　対象は，平成2年1月から4年4月までの2年間に，

透析患老で二次性副甲状腺機能充進症の診断のもとに

PTXが施行された31例54骨シンチグラムで，頭蓋冠，

顎骨への集積と他の部位への集積を視覚的に検討した．

　PTX前骨シンチグラフィを施行した18例中，17例

で頭蓋・顎骨への集積増加がみられた．このうち11例

でPTX後7か月以内の骨シンチグラフィが施行され，

頭蓋・顎骨への集積が改善4例，不変4例，増強3例で

あった．PTX後に初めて骨シンチグラフィを施行した

13例中11例で，頭蓋・顎骨への集積が残存していた．

これらは全例PTX後6か月以内の症例であった．　PTX

後骨シンチグラフィが2回施行された8例中6例で頭

蓋・顎骨への集積の改善がみられた．一方，頭蓋・顎骨

への集積と他の部位への集積の所見は，比較的同様の変

化を示した．集積の改善が見られない例ではALPの低

下が不良であった．

　透析例における骨シンチグラフィによるPTXの効果

判定には，注意深く経過を追っていく必要があると思わ

れた．
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　神経芽細胞腫は小児の悪性腫瘍のなかでも予後の悪い

疾患のひとつであり，早期にリンパ節・骨および他臓器
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